










































































































































































定看護師は 2010 年には 21 分野、専門看護師が











































































4.　明治薬科大学 μ stream の発表・ディス
カッションの内容
　薬剤師の職能理解をテーマにプレゼンテーショ
ンとディスカッションを行った。プレゼンテー
ションの内容は以下に示したものである。
　薬剤師の任務は、薬剤師法によって定められて
おり、調剤・医薬品の供給・その他薬事衛生があ
げられる。わかりやすく任務を説明するならば、
調剤は薬を調製すること、医薬品の供給は薬を届
けること、その他薬事衛生は疾病予防の取り組む
ことと示される。法律で定められているものの現
状では、薬剤師の任務は正しく認識されていない
ことが多い。一般的に「薬剤師は、処方箋に従っ
て薬を調製し渡すだけ」という認識が多く、調剤・
医薬品の供給だけが注目されている。その他薬事
衛生を知られることは少ない。
　このような誤った認識は、薬剤師を正しく活用
できなくさせてしまう。ひいては薬剤師が社会で
活躍する範囲が狭まり、国民の健康の損失につな
がるだろう。そのため、薬剤師が持つ知識と担当
する活動を、医療関係者・患者に正しく理解して
もらうことは必須と考えられる。
　今回、注目されにくい「その他薬事衛生」をテー
マに、薬剤師の職能理解を促すことを目的として
報告した。（調剤・医薬品の供給については、一
般によく知られるため割愛した。）
　具体例に学校薬剤師を取りあげて説明する。学
校薬剤師は、幼稚園・小学校・中学校・高等学校
において活動する。業務内容は、①環境衛生につ
いて検査、②学校保健委員会への出席、③学生・
教師への教育活動がある。
　①環境衛生について検査とは、食品衛生・環境
衛生・微生物学・医薬品管理学などの知識を用い
て、学生の学習環境を確認する活動を指す。
　②学校保健委員会への出席とは、環境衛生につ
いて検査から得た情報から、適切な学習環境を整
えるために助言する活動を指す。
　③学生・教師への教育活動とは、免疫学・医薬
品情報学などの知識を用いて、薬の適正使用を促
す活動を指す。薬の服用方法、酒とたばこの害、
薬物乱用防止などの知識は専門家として、学校薬
剤師自ら教育活動を行う。これらの業務を通じて、
学生が病気にならないように取り組む。
　このように、その他薬事衛生とは「健康な人が
病気にかからないように取り組むこと」を意味す
る。これは国民が病気に苦しまず健康な生活を送
るために必要であり、不必要な医療費の抑制に貢
献するものである。調剤・医薬品の供給に並んで、
その他薬事衛生は重要な薬剤師の任務であるとご
理解頂けたであろうか。今後も、薬剤師の職能理
解に努めて、日本の医療の発展に貢献したいと考
える。
　ディスカッションではワールドカフェ形式で社
会福祉学部、看護学部、薬学部の 3 学部が「自
分たちの職を知ってもらう為に何ができるか、何
を知ってほしいか」をテーマにして行った。より
多くの意見を得るため 20 分のディスカッション
を３ラウンド行った。前回に比べより多くの社会
人や、2 年連続の参加者もいたため様々な意見を
聞くことができた。
　各分野の意見では、福祉と薬学分野においては
仕事内容を知ってもらうためのアクション、看護
学部は仕事内容＋αを知ってもらうためのアク
ションについての意見が多かった。社会福祉学部
では、より多くの人に医療ソーシャルワーカーと
しての職能を理解してもらい、患者や家族の相談
窓口となりたい、また地域でお祭りを開催するな
ど地域の方々の交流の場を提供したいといった多
岐にわたる仕事内容の意見が印象的であった。看
護学部では、看護師の仕事内容は知られているの
で、病院看護師達の演奏会開催など仕事内容＋α
の部分を知ってもらいたいという意見もでた。薬
学分野では仕事内容を知ってもらう為に、入りや
すい薬局（カフェ風、子供の遊び場がある薬局）
の必要性の意見がでた。しかし、薬学生自身が具
体的に何を知ってほしいかはっきりしなかったた
め、そこから話が展開しなかった。薬学分野に関
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しては、改めて自分たちのことを考え直す良い機
会になった。また、各学部とも仕事内容をしても
らうきっかけとして、ドラマやドキュメンタリー
などのメディアで取り上げられてもいいのではと
いう意見も出た。
　上記の意見は医療を受ける人々に対してのもの
も多いが、各分野で協力していくために、定期的
に地域の医療従事者が集合して意見交換する場も
必要だろうという、医療従事者に対する意見も出
た。
　このように、今回 1 つのディスカッション内
容から様々な視点の意見を聞くことができ、普段
の活動では体験できなかったという意見も聞くこ
とができた。今後もより多くの学部と意見交換し、
未来の活動にも繋げていきたいと思う。
5.　おわりに
　昨年の学内学会では、東日本大震災をテーマに、
役割や考え方を共有する機会を提供する企画を
行った。第二回目となる今年の学内学会では、職
能理解をテーマとし、他分野に関しての、今まで
知らなかった未知の領域を知るきっかけや、各人
の視野を広げる機会を提供できたのではないかと
思う。今回の企画には、社会福祉士や薬剤師の現
職の方も参加しており、日々の現場で感じている
ことや、現状を踏まえた意見を聴くことができ、
現在どのような支援システムを作っていくことが
求められているのか、などを考え、知る機会も生
まれた。企画の終了後に行ったアンケートでは、
「自分にはない視点からの意見、初めて知ること
がたくさんあってとても勉強になった」という回
答や、「医療に対する考え方が変わった」という
回答が寄せられた。
　今回の企画で初めて導入した、ワールドカフェ
形式のディスカッションにおけるファシリテー
ションの仕方や、企画準備のミーティングでの議
論の進め方、三大学での議論や情報共有について
も反省すべき点が数多く残されている。これらの
反省も踏まえ、今後も各大学や各大学同士での議
論を深めて、多職種連携を学ぶための、より有意
義な企画の方法を探っていき、このような企画を
続けていきたいと思う。
　最後に、今回私たち清瀬三大学の企画に賛同し、
参加してくださった皆様、本当にありがとうござ
いました。また、今回の企画にご協力、ご指導い
ただきました各大学の先生方や学内学会事務局の
方々をはじめとする皆様に、心から御礼申し上げ
ます。
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